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250607-午後 1 時̲勉強会 

○皆様、こんにちは。6 月 7 日、土曜日の勉強会を始めます。 
○今日は宇宙と人類の進化、それから惑星開発というタイトルですけれ
ども、私達人間、人類の意識進化っていうことが、宇宙の中でどういう
位置づけにあるかという、そういう観点からのお話になります。 
○まず人類の進化っていうことなんですけれども、これは惑星の開発と
切っても切れない関係があるんですね。 
○例えば、今この地球という星に、私達は生きておりますけれども、こ
の地球を大調和した宇宙神のみ心に沿った星にするということと、この
星に住んでいる地球人類の意識が立派になっていって、命の親である宇
宙神に近づいていくっていうことは、全くイコールなんですね。 
○人類が立派にならないで、星だけが大調和した状態になるっていうこ
とは絶対にありえないことです。 
○ものすごくアバウトな、ざっくりとした括りでお話します。神と人間を
何十回も何百回も何千回も熟読されている方は、おおよそのイメージは
できると思うんですけれども、私達が生きているこの宇宙っていうの
は、初めに宇宙神の意識だけがありました。 
○宇宙空間も宇宙神の体も何もなく、宇宙神の意識だけが最初にありま
した。 
○神と人間の中では、それが「あるとき忽然と」って表現されています
けれども、宇宙神の意識、日本の古い神道の言葉で言えば、「丸ちょん」
ですね。丸の中にレ点みたいのが書かれたものが動きだした。 
○古い神道の言葉では、無声の「ス」の音が発生したと言われていま
す。それは、私達がお話するときに使う「ス」ではなく、英語の
「Peace」の「ス」です。 
○⺟音を伴わない「ス」から始まって、「スーーーーー」っていうふうに
伸びていって、他の四つの⺟音、「あ、え、い、お」がどういう順番で広
がっていったのかわからないですけれども、縦と横に、精神性と物質
性、物質波動と精神波動に広がっていった。 
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○それは、最初の銀河系になりました。もちろん、最初に出来たのは、
最初の太陽、宇宙の中心の恒星です。その最初の太陽、恒星からポコ
ン、ポコン、ポコンと飛び出す形で、周りの惑星がいくつか作られて、
その惑星が恒星の周りを回り出した。 
○そうやって最初（宇宙の中心）の銀河系が出来た。そのなかに、子供
の銀河系が出来ていって、膨張してゆくんですけれども、それは、入れ
子構造になっています。 
○宇宙というのは、開けても開けても開けても同じものが出てくるって
いうマトリョーシカ人形みたいな構造で、たくさんの銀河系が重なって
います。 
○例えば、親の銀河系から見れば、周り（自分の内側）に子供の銀河系
があり、孫の銀河系があり、ひ孫の銀河系がある。 
○そのようにして、子供の銀河系が増えてゆくことによって、どんどんど
んどん膨張していったんですね。 
○この宇宙空間は、何千段階という銀河系の連なりで、成り立っている
んですけど、その広さは、肉体人間の私達には想像もつかない状態です。 
○今、ざっくりと大枠の話をしたんですけど、それぞれの惑星にも、そ
れぞれの恒星にも、人類がいます。 
○その人類っていうのは、宇宙神が自らを分けて作った子供たちです。
孫とかひ孫とかいう言い方で言えば、宇宙神の命の血が流れている、魂
の血縁関係のある生物であるといえます。 
○何で宇宙神は人類を作られたかというと、ご自分がなさりたいことを
子供の人類たちにやってもらうことによって、自分が創った全ての人類
の体験を全部味わうことが出来るわけです。 
○宇宙神は、ご自分の命の流れを持つ子供たちの考えていること、体験
していること、語っていること、行なっていること等を、全部ご存知な
んです。 
○そうやって様々な体験を味わい喜ばれるために、宇宙神はご自分の命
を分けて、数え切れないぐらいの人類を創られました。 
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○今の段階で、この宇宙空間に人類っていう存在がどれぐらいいること
か。 
○この地球という星に限って考えても、この現象界（物質界、肉体界）
だけでも 80 何億人って言われてますけれど、それに加えて、幽界、霊
界、神界、それぞれの階層のそれぞれの天地に、どれぐらいの人類が住
んでいることか。 
○もう私達の知ってる数の数え方では数え切れないんじゃないかしら
と、この間、古賀さんとも話してたんですけど、今のこの世の中で 80 何
億人というぐらいだから、何兆、何京(けい)、何垓(がい)、もっと上の数
字になるんじゃないかとも思いますが、地球だけでも数え切れないほど
の人類がいる。 
○それが、宇宙全体でどれぐらいいるか。太陽系銀河を含む親銀河の中
でどれぐらいの人類がいるか、ということです。 
○日本語では、「人類は宇宙人によって作られた」とか、「人類が神と呼
んできたのは宇宙人であった」というような本が出回っていますが、そ
うした言説がこの世の中にあります。 
○これは、ある一面で見れば本当なんです。なぜかというと、宇宙に住
んでる人類を俯瞰的に見たら、地球人よりも、もっと原始的なレベルの
世界に住む宇宙人もいるし、私達が一緒に働いている金星の人たちのよ
うに、本当に神々と呼ぶのがふさわしい宇宙人の方々もいらっしゃるか
らです。 
○少なくとも、私達が住んでいる太陽系銀河にいらっしゃる他の星の宇
宙の方々は、地球人よりよっぽど進化した世界に住んでおられます。 
○太陽系銀河という家族のなかでは、地球が末っ子のようなものです
ね。惑星に人類が住み着いたという意味では、地球は一番新しい星なん
です。 
○そして、地球という惑星ができて、最初はただの火の塊だったのが、
だんだん固まってくる、そのうちに大気圏のようなものができて、その
中で、風の動きが起こったりして、火の塊だった地球が冷えて形が固ま
ってくると、水蒸気が発生する、雲ができる、雨が降るといった、諸々
の自然環境が派生し、それらを司る神々が最初にこの地球に配置されま
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した。 
○そうして、どんどん地球という星が「水の惑星」って言われている現在
の地球の形が出来てきた。 
○その過程で、アメーバのようなものから進化してっていう話がありま
すけれども、そういう生命の現われは、自然に(偶然に)現われたわけじ
ゃないんですね。 
○これは、神々の働きによって創られ、現われているわけです。神々が
地球をちゃんとした星にするっていう働きをされているのです。その
神々の一部が、進化した星の宇宙人だったっていうことなんですね。 
○私達もその神々の末として、宇宙の神々の働きの一端を担っていま
す。 
○私達が金星から地球へやって来たのも、天孫瓊瓊杵尊(てんそんににぎ
のみこと)のグループの一員として転籍してきたわけです。 
○その天孫瓊瓊杵尊は、五井先生が地球へ来たときの最初のお名前であ
り、天之御中主神のお孫さんだとも言われてます。それは、（全体を統括
する高級神霊としての）金星人だったんですね。 
○金星から地球の開発、開拓へ行くということで、天孫瓊瓊杵尊である
五井先生の呼びかけに応えて手を上げ、地球へ来たのが私達です。 
○そういう意味では、本当は私達も宇宙人なんです。ただ、地球で何百
回か何千回かわかんないほどの生まれ変わりを体験していくうちに、記
憶をすっかりとなくしてしまったんですね。 
○でも今、思い出してきてる方も多いと思います。そうした出来事を、
はっきりと映像で思い出せなくても、もう確信している、当たり前に思
えるというところまで高まってきてる方も多いと思います。 
○五井先生のグループで金星から来た人たちは、地球以前にも、他の惑
星の開発に従事して、いろんな経験をしてるんですね。 
○私達が開拓してきた星は、一つは二つじゃないんです。私達は、いくつ
もの星を開拓して歩いた『惑星開発のプロ』なんです。今ここでいらっし
ゃる方はみんな全員です。 
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○この地球界に限ってみても、男の人に生まれたり、女の人に生まれた
り、短命な人生を経験したり、ご⻑寿の人生を経験したり、街の人、山
の人、海の人、いろいろな地域を経験したり、貧しかったり豊かだった
り、王様だったり、ホームレスだったり、またあらゆる職業を、私達は
経験してきているんです。 
○それが、今回の地球だけじゃないんですね。私達は他の星でもいろい
ろな経験をしてきている。 
○だから今、皆さん、携帯電話とかパソコンとか、扱いに苦労されてる
方が多いと思うんですけど、他の星に住んでたときの記憶が蘇ってくる
と、難なく使えるようになります。 
○何でかと申しますと、私、これいつも言うんですけど、こういう携帯
電話とか、タブレットだとか、パソコンだとかっていうものは、人間が
使うために人間が作り出したものなんですね。 
○だから、「この中身はどうなってるんだろうな」なんてことを知らなく
ても、指をこういうふうに滑らせたらこうなるというような使い方だけ
がわかれば、電話かけることもできるし、メールを打つこともできる
し、携帯電話を使ってズームに繋がることも出来ますね。 
○そういう知恵が全部、私達の中に元々入ってるんです。肉体の頭じゃ
ないです。それは奥の自分です。守護霊・守護神さまが、それを取り次い
でくださいます。 
○だから、守護霊さま・守護神さまの手をしっかり繋いで離さずに、い
つも一緒に生きてるんだっていう意識を持って生きていると、過去世で
体験してきた、あらゆることが今生の人生に生かされるようになりま
す。 
○人間には、大なり小なり、私も含めて、思い込みというものがありま
す。それがみんなの課題なんだと思うんですけれども、この思い込みを手
放す、こだわりを手放す、執着を手放す、決めつけを手放す。 
○それは、「こうあるべきなんだ」とか、「こう生きなきゃいけない」と
か、「そうならねばならない」とかいう形で、私達のなかに残っていま
す。 
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○それで今、もう既に神界に足踏み入れてる方もいらっしゃいますけど
も、私達は霊界の一番上の世界にまで来ていて、神界にもう今まさに入
ろうかっていう段階のところに生きてる方がほとんどだと思うんです。 
○今この段階では、是非ともやらなきゃいけないことがあるんです。 
○それは、自分がいいと思い込んでること、正しいと思い込んでるこ
と、「こうあるべき」、「こうあらねばならない」、「人はこう生きてしかる
べきだ」とか、いろいろと信念のようになっている想いの癖を手放すこ
とです。 
○そういう善念の把われの想いさえも、守護霊・守護神様にお渡しし
て、手放す必要があるということです。 
○どんな想いの癖も、一旦は消えていく姿として手放して、守護の神霊に
お渡しするんです。それは、手放すことでその思い込みから自由になれ
て、神界に飛翔できるからです。 
○思い込みを手放さないで生き続けていると、その自分の思い込みの世
界の外で生きている人たちのことが赦せない、認められない、受け入れ
られない。そうすると、神界に入れないんですね。 
○思い込みがある分、自分と他人を分離するんです。分断するんです。切
り分けるんです。「あなたはあなた、私は私よ」っていう心になってしま
うんですね。 
○意識がもっともっと奥に入ってゆかないと、「あの人もこの人も、どの
人も私も、みんな分かれて現われてるようだけど、本当は同じ命を持っ
て生きてるんだな」っていうふうには思えないんですね。 
○私達自身が意識進化してゆかないと、ワンネスっていうことを、心と
体で味わうことができないんです。口先だけで「ワンネス、ワンネス」
って言ってても、それは何の説得力も持たないんです。 
○「人間はみんな兄弟姉妹よ」とか言っていても、それを本当に体感し
た人が言ってる言葉と、体感がなく知識だけで言ってる人の言葉では、
その重みが全然違うんです。 
○私達はこれから、世界中の神聖がまだ思い出せず、認められない方々
と交流してゆくことになります。 
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○地球の 80 何億人、みんなを神聖の世界にお誘いして、自分がラダーに
なって天へ昇っていただくのです。 
○ラダーっていうのは梯子ですね。天と地を繋ぐ梯子、階段、エスカレ
ーター、なんでもいいですけど、天と地を繋ぐラダーになって、自分の
身を投げ出して、自分の都合なんて考えないで、いつも思うことは、「皆
様（全体）のために役立つこと。それが私の喜びなんだ」っていう意識
を持って生きる。 
○それは、神の意識なんですけれども、その神の意識をもって自分の体
を投げ出して、「はい、どうぞ、私の背中の上を歩いていってください」
って、無私の心で働ける人になってゆくんです。 
○「そんなことしたら、あなたの背中が汚れるじゃないですか？」って
言う人がいるかも知れない。でも、「そんなの、全然構いませんよ。どう
ぞ、歩いて天へ昇っていってください」って言って、そんなやり取りが
あるかどうか分かりませんが、自分の体を投げ出して、世界人類を導く
人達が今、ここにいらっしゃるんですね。 
○「私は歳をとってるから」とか思う方はいらっしゃらないとは思いま
すけど、もしいらっしゃったら、そのお考えは捨てられた方がいいかな
と思います。 
○どうしてかというと、これからの世界は、今までと全く違う世界にな
るんです。今までの常識が非常識になるんです。 
○神界や霊界の上の方のあり方っていうのが、この世の常識に変わると
きが来るんです。 
○それは、今の文明社会が崩壊した後にできる『神聖文明の時代』の話
です。それは、遠い未来じゃないんです。そんなに 100 年、200 年先っ
ていうことじゃないんですね。 
○もし『天寿』が……、天寿ってのは、『第三の寿命』、『定命』ですね。
定める命って書く変えることの出来ない寿命です。 
○五井先生が三つ目の寿命と言っておられる第三の寿命が来なければ、
神聖文明の到来を肉体を持って体験するっていうのは、ここにいる誰も
が経験することなんです。 
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○私達はみんな、神聖文明の時代を体験するんです。その時代になった
ら、もうお金で物をやり取りする世界じゃなくなります。エネルギー問
題も解決する。空気が汚れている、水が汚れてる、大地の地殻プレート
が歪んでるといったことも、全部解決するんです。 
○それは、今まで五井先生・昌美先生が、金星の⻑⽼であるエンジェラ
スカラーさんから教わってきた宇宙子科学、神聖科学によって解決する
んです。 
○でも、その神聖科学が地球で使われるようになるためには、条件があ
るんです。 
○地球の全体の精神波動と物質の波動のレベルが 50%以上、霊界の波動
圏の世界に入らないと使えないんです。 
○逆に言えば、地球の波動を、物質波動も精神波動も、すべて最低限、
霊界の波動圏にまで引き上げることができたら、宇宙子科学は使えるよ
うになりますし、救世の大光明の神々様や、私達が一緒に働いている金
星人を中心とした宇宙人たちとも、この肉体の体を持ってお会いするこ
とができるようになります。 
○もうそのときには、地球界の常識が全く変わっちゃうんですね。 
○一番大きな違いの一つはエネルギーです。エネルギーっていうものが
今のエネルギーじゃなくなるんです。いわゆる生命エネルギーを物質社
会に応用して、使えるようになるということです。 
○村田先生の円盤の本を読んだことがある方はおわかりだと思うんです
けど、円盤っていうものがどういうふうに動いているかというと、円盤
の中心に、ちょっと大きめな、今の地球の言葉で言えば水晶のような装
置があって、そこに機⻑さんの体を通じて宇宙生命エネルギーを充電す
るんです。その水晶のような装置が充電器になるんですね。 
○言ってみれば、そこにエネルギーを貯めておいて、一つの惑星を出発
するときと、違う惑星に降りるときにだけ、波動調整が必要だから、機
⻑さんが操縦桿を握って操作するんですけど、そのほかの宇宙空間をずっ
と飛んでるときには、今テレビコマーシャルでやってるような自動運転
ができるんですね。 
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○それは、水晶に溜められたエネルギー、生命エネルギーを使って、動
いているんです。 
○この円盤が動く原理を応用して、他の乗り物のあり方も変わってきま
す。 
○月の基地にある自走機のように、今あるものでいえば、何か二輪車み
たいなもので、ヘルメットもかぶらないで道路を走る乗り物があります
が、あれがもうちょっと大きくなって、地上からちょっと浮いた状態
で、スーッと移動する乗り物ができます。 
○それは、「ちょっと買い物に行こう」とかいうときに使うものになりま
す。もうちょっと遠出するっていうときには、自動車の代わりに、私の
想像では、個人用の円盤を持てるようになるんじゃないかなと思ってお
ります。 
○霊的進化の著(いちじる)しい方は、テレポーテーションなんていうこと
ができるようになるかも知れません。 
○そういう形で、地球上の行きたいところに、時間をかけないで、スー
ッと行くことができる時代になります。 
○「いや、そんなこと言ったって、言葉がわからないし」とか思われる
かもしれないんですけど、言語の壁もなくなるんです。 
○それは、みんなにテレパシーの能力が備わるからです。それによっ
て、例えば今、Zoom 祈りの会でいろんな国の方が出ていらっしゃいま
すよね。 
○例えばスペインのアスンさんとか、イタリアのアウローラさんとか、
スペイン語しかわからない、イタリア語しかわからないっていう方がい
ますけど、そういう方と話すときにも、彼女たちがその国の言語で話し
かけてきたときに、私達の頭の中では、それが日本語で聞こえるように
なるんです。 
○逆に、私達が日本語で話しかけたら、向こうの人たちは、自分の言語
に翻訳されて聞こえる仕組みに変わるんです。 
○そうなるともう、言葉の壁があるから交流できないっていう思い込み
のいらない世界になってくるんです。 
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○今はそうじゃないから、お互いに歩み寄って、向こうは日本語を理解
しようとしてくるし、こちらは相手の言葉を使って交流しようとする。 
○そういうことを今、Zoom 祈りの会が始まる前の控え室でやっており
ます。 
○けれども、そういう努力の先には、今までの努力がすべて報われて、
どんな言語を使って生きてる人とも交流できる世界になるということで
すね。 
○宇宙人が何で地球のいろんな言葉がわかるかというと、それはテレパ
シー能力が発達してるからわかるんです。同じことが地球人の心の中にも
起こってきます。 
○また今、そうした動きが実際に起こってきたっていう話は、まだ聞い
てないんですけど、本当にもう近いってことだけは、近頃しみじみと、
ものすごく強く感じております。 
○でも、だからこそやらなければいけないことは、心を綺麗に調えると
いうこと。自分の内面の消えてゆく姿を見て見ぬふりしないこと。 
○消えてゆく姿っていうのは、自分の中の思い込みとか、こだわりと
か、決めつけとか、こうあるべきって思い込んでることとか、想いの癖
のすべてなんですね。 
○自分を省みて、見つける毎に「守護霊様、お願いします。世界人類が
平和でありますように」って、世界平和の祈りに乗せて、手放しでゆく
ことをとおして、私達の意識っていうのは、どんどんどんどん進化してい
って、今言ったようなことが現実に体験できる状態になってゆきます。 
○1 時 37 分ですので、神聖復活の印を一回組んで休憩にしたいと思いま
す。「人類の神聖復活、大成就」を 2 回繰り返します。 
＜神聖復活の印を一回＞ 
ありがとうございます。39 分ですね。50 分まで休憩にします。画面を休
憩の状態にします。はい。それでは 50 分過ぎに始めますので、それぞれ
にご休憩してください。よろしくお願いします。 
＜10 分の休憩＞ 
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○それでは、50 分を回りましたので再開します。 
○さっきもう少し先の段階に来る新しい時代のお話をしましたけれど
も、あまりにもたくさんのことが大きく変わる、もう本当に天地がひっ
くり返るっていうぐらいに変わってきますので、さっきの 30 何分ではお
話しし切れなかったんですけれども、病気というものもなくなります。 
○病気がなくなるっていうのは、例えば今、癌を抱えて生きてらっしゃ
る方は、その状態が治ります。 
○癌だけじゃないですね。肝臓の病気、腎臓の病気、胃腸の病気、血管
の病気、心臓の病気、いろんな病気がありますけれども、全部良くなり
ます。 
○これは、宇宙子科学によって治るんですね。 
○どうして病気になっていたかというと、元は精神波動（過去世から現
在に至る誤てる想念）で、それが肉体波動にまで伝染して表われて、波
動のこんがらがりが起こっているから病気になったわけです。 
○それを大調和させる。宇宙子科学の機械で、大調和の波動を当てるこ
とによって、その波動のこんがらがりが解けるんですね。 
○ほどけると、肉体の細胞さんたちは元々、正常な状態であろう、新陳
代謝しよう、常に新鮮な状態であろうとして働いておりますので、何の
問題もなく生きてゆけるようになる。 
○私が後期高齢の方々から折にふれてお伺いするのは、例えば、リュウ
マチだとか、膝が固まっちゃったとか、腰が痛くてとか、足腰が弱って
きて、自分で自由に歩いて出歩くことができなくなってきているってい
う話をよくお伺いしております。 
○そういう状態も治ります。今まで車椅子でしか歩けなかった、もしく
は、ずっとベッドの上で過ごしていたっていう方も、自分の足で、どこへ
でも行きたいところへ歩いてゆける世界になります。 
○常々、昌美先生を通して五井先生から言われてきた言葉を思い出してく
ださい。「あなた方の未来は何の心配もない。全ては必ず良くなる」 
○そういうお話ばかりを伺ってきたと思います。それを聞いた瞬間のご
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自分の意識を思い出してみてください。 
○「いやー、昌美先生、そんなこと言ったって」って心の中で思って聞
いてらっしゃった方は、なかなか良くならない状態が持続していると思
います。 
○でもそういうお話を聞いて、「あ、そっか。五井先生がそうやって“良
くなる”って言ってくださってるんだから、必ず良くなるんだ」って信じ
てる人は、もう少し経ったら本当にすべてがよくなります。調います。 
○それは、本当にすぐです。もうすぐです。歩けるようになります。 
○2015 年頃に五井平和財団を通して、『神聖なる女性性』というお話が
出ましたが、それに関連して、2018 年 1 月 10 日に、先日天国へお帰り
になられたバーバラさんが司会をして、昌美先生と 3 人のお嬢様方と海
外の方々が参加している Zoom の YouTube を、二、三日前に観ました。 
○後で勉強会の方には、その YouTube の URL を送りますけれど、それ
を見ていたんですね。 
○もちろん内容はほとんど英語で、昌美先生は日本語で話してたんです
けど、全部を日本語で観る方法があります。 
○YouTube の使い方のひとつに、翻訳の機能があるんですね。⻭車の絵
(アイコン)が YouTube 画面の右下にあります。そこを押して、字幕とい
う言葉を探して、それがオフになっていたら、そのオフの文字を押し
て、まずは『英語（自動生成）』を押します。 
○次に、もう一度⻭車のアイコンを押して、『字幕 - 英語(自動生成)』っ
て出てますのでそれを押して、自動翻訳を押します。 
○そうすると、色んな言語が縦に表示されますので、一番下のほうへ降
りて、日本語を選んでください。 
○そうすると、完璧な翻訳じゃないんですけど、機械が自動的にその場
で英語を日本語に翻訳してくれます。そうすれば、完璧じゃないけれど、
ほとんどの意味を理解することができるようになりますんで、後で送っ
た URL でそのお話を見てみてください。 
○そのお話の中で、昌美先生は、女性性、男性性についての詳しいお話
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をされています。 
○そこでもやっぱり、私達がいつも聞いてる「出来ると思えばできる、
出来ないと思えばできない」っていう身も蓋もないお話をされていまし
た。 
○今、身も蓋もないって言いましたけれど、それはただの事実、本当の
ことなんです。 
○その言葉については、言葉の裏を読もうとする必要はない。「出来ると
思えばできる、出来ないと思えばできない」、そのまんまです。 
○何ごとに対しても、出来ると思って生きてる人は、必ず出来るような
未来が出来上がってくるんです。 
○これは、いろんな面について言える話なんですけれど、一番大切なこ
とは、「私は、神聖そのものである。だから、神聖を発揮してゆけるん
だ！」と思い生きることについて、無理にそう思おうとせずに、自然と
そうしてるように、自分自身が本当に神聖の存在として生きているよう
に振る舞うことです。 
○その最初の頃は、出来ていなくてもいいのです。神聖を演じる役者に
なって、神聖を演じ続ければ、そのうちにホンモノの神聖が内側の奥か
ら溢れ出てきて、本当の神聖の存在になるのです。 
○その取り組みに対して「出来ると思えばできるんだ」っていう言葉を
活用していただくと、本当に神聖が当たり前になってきます。神聖じゃ
なかった想いの癖が薄くなってくるんですね。 
○私達の心の中には、妬みっぽい想いとか、怒りっぽい想いとか、自分
を低く見てコンプレックスを持つ想いの癖とか、逆にピノキオさんのよ
うに鼻が伸びて、他人を低く見る想いの癖とか、いろんな想いの癖が残
ってます。 
○そういう状況の中にあって、もう徹頭徹尾、「神聖、神聖、神聖」って
神聖に焦点を合わせて生きていくんです。 
○ここにいらっしゃる方は、あまり下の年代の方はいらっしゃらないの
で、昔のラジオを思い出してみてください。 
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○昔のラジオって、つまみを右に左に回して使っていました。何も放送
のないところはザーって雑音があって、つまみを回していくと何か音が
してきて、その音がするところで、またちょっと微調整すると一番いい
感じで音が出てくる仕組みでした。 
○それと同じように、心のラジオのつまみを回して、周波数を神聖にチ
ューニングして（合わせて）過ごしてゆくと、愛と勇気に満ちた心で生
きてゆくことが出来ます。 
○そのように過ごすというのは、もう 1 秒、一瞬のレベルにまで落とし
込んで真剣に生きていく、意識的に意識を用いて生きてゆくことです。 
○いわゆる『七つの宣言』にある「今を真剣に生きるのだ」っていう言
葉を、単なる宣言の言葉に終わらせないで、本当に今を真剣に生きてる
自分になるっていうところで活用していくと、まずご自分自身が、もう正
真正銘、嘘偽りなく、裏も表もなく、すべてが神聖だったんだっていう
意識に変わってゆきます。 
○どんどん、そういう意識が自分の標準の意識、当たり前の意識になっ
てゆきます。 
○そうすると、いろいろな想いの癖で悩んだり悲しんだり苦しんだりし
てきたことがなくなっていくんですね。 
○もうすでに、この話を今聞いていらっしゃる方の中には、もうすでに
それを体験されてる方もいらっしゃいます。 
○「私は知らないよ」ってお顔をされてますけれども、もう経験者が何
人もいらっしゃいます。 
○『祈りの言霊』にあったと思いますけど、「地球の安寧と世界人類の平
和のために祈れる私は」で始まる文章の中間ぐらいのところで、一番最
初に出たときには、「やがて迫りくる地球規模の大変革に際し、人類の意
識を目覚めさすリーダーとして、真理の祈りと真の言霊をささげ続ける
のである」という言葉でした。 
○それが、意識レベルの低い会員さんが白光真宏会にクレームをつけ
て、そのクレームを受けて五井先生が折れてくださって、「やがて地上に
降り来る輝かしい地球平和の大変革に際し、人類の意識を目覚めさすリ
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ーダーとして、真理の祈りと真の言霊を捧げつづけるのである」という
言葉に変えられましたが、今がまさにその時代なんですね。 
○最初に、「やがて迫りくる地球規模の大変革」って言葉を五井先生が打
ち出してくださったのは、私達に覚悟を持たせる、腹を決めさせる、覚
悟を持たせるためでした。 
○「もう神として生きる以外に道はないんだ」「もう人間としての未来は
ないんだ」と腹をくくらせるために、「やがて迫りくる地球規模の大変
革」という言葉を打ち出されたんです。 
○でも当時、2010 年、2011 年頃の会員さんのレベルでは、それを受け
取れない方がいらっしゃって、「それは光明思想に反する言葉じゃない
か」ってクレームがあったらしいんですけれども、新しい言葉「やがて
地上に降り来る輝かしい地球平和の大変革」って言葉自体は変わりまし
たが、それがどういうことかっていうのは、今の時代を見ればわかると
思います。 
○実際にもう迫り来てるんですね。まかり間違えば、第三次世界大戦が
起こりかねない。そんなに大きな戦争が起こらなくても、食料の問題で
騒ぐ人がいる。貿易の問題で騒ぐ人がいる。コロナ以外にも疫病、伝染
病みたいなものが出てくる可能性も排除できない。今年の 7 月 4 日に隕
石が落ちてくると予言している人たちもいますけど、それはないと思い
ます。しかし、本当にいつ何が起こるかわからない時代を今、私達は生
きてます。 
○でも、まだまだ最終最後の段階にまでは行ってはいないのです。 
○「もうこれ以上は駄目だ、もう未来はない」っていうところまで到達
して、初めて他の星の人類が現われて助けてくださることになっており
ます。 
○というのは、それは宇宙の惑星開発の最後の段階、完成に至るプロセ
スで起こる当り前の話だからです。それは、惑星開発のプログラムとし
て、宇宙神が初めから用意してくださっている未来なのです。 
○神様は、どこの星でも、原始時代のような人間のいないところから創
り始めて、人間以外の生命体をいろいろ作っていきました。 



 

p. 16 
 

○宇宙の神々、それは宇宙人という形の神様もいれば、肉体を持たない
神々もいれば、いろいろな神々が協力して、それぞれの星に合った動
物・植物、虫でも鳥でも魚でも、貝とかエビとかタコとか、本当にいろ
んな生物を、その星その星に合った形の動物を先に作っておいて、準備
ができたところに、原始人のような形で人類が現われてきたわけです。 
○人類の起源については、大きく分けて二通りの人類があるんです。 
○ダーウィンの進化論で言われている類人猿から進化した人類っていう
のも確かにいます。けれども、もう一つの形態の人類については、今の
地球の学者たちは、まだ解明してないんですね。 
○それは、神霊の記憶を持ったまま肉体界に降りてきた宇宙の人類で
す。 
○それは霊的な波動の体を粗くして、物質の体、肉体を創り出して生ま
れてきた人類であり、それが私達です。 
○一番近いところでそれをやったのは⽼子です。⽼子という人は、いろ
んな時代に現われてるんですよね。自由に、あの世とこの世を行き来す
ることができる方なのです。 
○私達も一番最初は、そういう形で霊的な体を物質の肉体にして、この
地球世界を良い世界にしようとして、地球での人生が始まったんです。 
○けれど、肉体界には、波動が粗いが為に短い寿命というものがあっ
て、50 年、100 年も生きたら、誰もが死んでゆきます。 
○子ができ、その子がまた子供を作り、その孫にあたる人がまた子を作
りという形で、どんどんどんどん子孫に移り変わってゆくという形で、世
代が切り替わってきました。 
○一人の人間で観れば、自分の魂っていうのは、一回死んだらあの世へ
帰り、また子孫のどこかに生まれ変わってくるという形で、生まれ変わ
り死に変わりを繰り返してゆくうちに、私達自身が神霊だった記憶を忘
れていったんですね。 
○これは、「忘れたことはよくなかったことだ」っていうふうに思わない
でいただきたい。何でかっていうと、そうなるのは当たり前のことだか
らです。 
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○惑星を開発していくプロセスで、人類が「自分は神霊であって、神々
の一員としてこの宇宙の開発に携わっているんだ」という事実を、一旦
は忘れて、この地上で泥にまみれ、苦しみや悲しみなど、いろいろな感
情を経験し、味わい尽くしてやってきたこと、【一番波動の粗いところか
ら波動を精妙にしてゆく】っていうプロセスを踏むということが、人間
の意識進化と惑星の開発が同時に行なわれる宇宙神のプログラムだった
からです。 
○人間が立派になってゆけば惑星が完成するんです。人間が立派になら
なかったら、惑星は混沌とした状態のまんまです。 
○今日の一番最初に、人類の進化っていうことと惑星開発っていうのが
同じだって、私は言いました。 
○ちょっとここで、皆さん全員が読んでいらっしゃらないと思うんで、
最近ブログに書いた文章、今の話に関連する話を読ませていただきま
す。 
○6 月 4 日に出したものです。タイトルは【星は生きている】です。 

星は生きている 
2025 年 6 月 4 日（水） 

多くの地球の人たちは、星って存在を、「物」「物質」だって決め付け
て、すっかりそう思い込んで見てるでしょ。 
今は、「きみたちのそういう幼い考えが打ち砕かれる日が近い」って
ことだけ、はっきりと指摘しておくことにする。 
すべての惑星も恒星も意識を持った生命体だ。 
もうすぐ、きみたちの五感の世界に、ぼくたちが姿を見せるときが来
る。 
そうして、生命の真実や宇宙の摂理が明かされたとき、地球の人たち
は考えを改め、生き方を根底から宇宙法則に乗せるだろう。 
そのときだよ。 
そういう宇宙世界の常識が地球の常識になるのは。 
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すべての星は生きている。 
星の意識ってのは、宇宙人類の大先輩であるともいえるんだ。 
どういうことかというとね、個人としての人間体験を卒業した人は、
みんな神霊として生きるようになるということだよ。 
後輩である人間たちの指導霊や守護霊、守護神の立場を経験したり、
星から星に渡り歩いて、未開発の星を進化させる役割を担ったりする
人もいる。 
自然界や動植物界を司る神霊を経験する人もいる。 
そうやって、たくさんの惑星であらゆる立場を経験した神霊は、惑星
の意識を担当することになる。 
惑星の意識を卒業した神霊は、恒星の意識を担当することになる。 

銀河系ってのは、入れ子構造になっているから、一番若い銀河系内の
惑星から見れば、その銀河系を含む親銀河があって、親銀河から見れ
ば、その銀河系を含む親々銀河がある。 
親々銀河から見れば、親々銀河を含む親親々銀河がある、というよう
に、宇宙の全貌を親子関係で見れば、大宇宙の中心へ向かって、銀河
系が何千段階もの奥行きを持って存在してるものなんだよ。 
人間が本来は、神聖の存在だっていうのも、そうした宇宙の森羅万象
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を内包する大宇宙意識へ回帰してゆく道程なんだよ。 
きみもぼくも元々は、宇宙そのものだ。 
ということは、「自分以外の何かが他にある」と見て振る舞うのは、
幻想・幻覚・幻聴を見て反応しているに過ぎないってことさ。 
自らの神聖を磨き出し、深め、高め上げ、広げゆくその先にあるの
は、自らが宇宙そのものとして、すべてを統括して生きてゆく意識
だ。 
すべてが自分だったんだな。 
そう思える日が誰もに訪れる。 
そのときにきみは、地球そのものとして、大自然も生きとし生けるも
のも全人類も、すべてが自らであった事実を、明晰に悟り知ることに
なるだろう。 

○宇宙とは何かと問われたら、「え？この宇宙しかないでしょう」って思
うかも知れないんですけど、宇宙っていうのは、本当はいくつも、たく
さんあるのです。 
○私達が宇宙だと思ってるような宇宙がたくさんある。それはどういう
ことなんだろうなって思っていたら、また、命の奥の存在が教えてくだ
さるんですけど、宇宙神から分かれて、末端の星、まだ未開発の星の開
発から意識進化し、神聖を思い出した後に、指導霊を経験したり、守護
霊・守護神を経験したり、動物界を司る神々、植物を司る神々、鉱物を
司る神々、空気を司る神々など、いろんな立場の神々を経験したり、私
達が地球大霊王と呼んでいる地球意識と同じ惑星の意識を経験し、惑星
意識を卒業したら今度は恒星意識を経験し、それを卒業したら今度は親
銀河の惑星意識を経験し、親銀河の惑星意識を経験したら、もっと統括
的な役割を経験してゆくというふうに、宇宙には、本当にいろいろな神
霊がいるんですね。 
○そうした経験を経て、宇宙神と少しのズレもなく一つになると、宇宙
ののれん分けのように、自分が宇宙神としてひとつの宇宙を主催するよ
うになるのです。 
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○それは、誰もが出来ることではありません。しかし、自己中心的な自
意識をすべて宇宙神に還元して、宇宙神そのものとして生きられるよう
になると、そうした未来が開けます。 
○日本の神道では、そのように宇宙にたくさんおられる神々のことを、
八百万（やおよろず）の神々って言葉で表現されてます。 
○【 「八百（やお）」は数が極めて多いこと、「万（よろず）」はさまざま
であることを意味しています。八百万の神とは、多種多様な数多くの神
という意味である】と解説されている方がいましたが、この宇宙には、
数え切れないぐらいの神々が宇宙の運営・運行に携わっているのです。 
○その神々と呼んでいる存在は、全部が宇宙神の子供たちなんですね。 
○だから言ってみれば、宇宙の神々は、私達の先輩方、大先輩方です
ね。 
○現在の私達は、神々の初心者みたいな存在です。 
○人間の魂の世界を見てゆくと、本当に人間って、そんなに単純な存在
じゃないということがわかります。 
○こうやって私達が肉体に生きていながら、幽体の自分の意識もあれ
ば、霊体の自分の意識もあり、神体の自分の意識もあるんですね。そし
て、守護霊としての意識もあれば、守護神としての意識もあれば、その一
番奥に、直霊としての本心の意識もあります。 
○この七つの意識が渾然一体となって、一人の人間の魂という形になっ
ています。 
○それをまた角度を変えて観ると、例えば⻫藤雅晴という形で生まれて
いるこの人間を、霊系統で見たら、3 本の霊系統の別々な人間だった人
を一人の人間として、一つの魂の中に合流させて、生まれているわけで
す。 
○五井先生はそれを複合霊と呼び、「人間っていうのは、みんな複合霊な
んだよ」っておっしゃいました。 
○でもこの説明は、一人一人そのあり方が違うし、一般論で説明するに
は表現し切れないことだったんで、詳しくはお話されなかったのだろう
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と思います。 
○でも、普通に肉眼で一人一人の人間達を見るだけでも、人間が複合霊
だということは納得できると思います。 
○とても立派な人なんだけど、何かが引き金になると、例えばトラウマ
になっている地雷を誰かが踏んたら、人格が変わる人がいるとか、普段
はとっても真面目ないい人なんだけど、お酒を飲んだら泣き上⼾になっ
たり、たちの悪い辛み酒をする人になったりというのは、一人の人間の
中にいろんな顔があることの証明です。 
○何事もなく生きてるような人でも、心の中をずっと見ていくと、表に
出さないで秘めてる想いがあります。 
○私自身もそうです。今になってもまだ、恥ずかしい自分があります。私
の中の想いのくせです。 
○そういういろんな想いを本心、神聖に統合してゆく。 
○五井先生はものすごく難しい話を簡単にされていました。守護霊・守
護神に感謝して、「これも消えてゆく姿なんだな」と思って、世界人類が
平和でありますようにって生きてたらいいんだよって、簡単に説明して
くださいました。 
○けれども、私は理屈っぽかったんで、なかなか素直に、言われた通り
にできませんでした。 
○それで遠回りして業想念にまみれて、守護神様がしびれを切らして、
2007 年の新年の指針で、「業想念が多すぎる。一生をかけて逆転せよ」
って指針を引かせて、奮起させようと思ったんでしょうけれども、いつ
までもぐちゃぐちゃぐちゃぐちゃと暗い想いを出していました。 
○それは、あまりにも図星で、がっくりしちゃったっていうのがその理
由です。 
○しかしその 3 年後（2010 年）に、広島出張で広島城のところを歩いて
いるときに、守護神様が直接お出ましになって、「全ての人にありがとう
ございますと言え」「起きている間中の呼吸をゆっくりとしたものにし
ろ」って言われて、口答えはしましたが、それをやることにししまし
た。 
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○それで、やってみたら、不平不満ばっかりで、人との交流がうまくで
きず、あの人が嫌い、この人が苦手とかって言ってた人間不信の私が、3
年ぐらい経ったら、人間関係の苦しみがなくなっちゃったんです。 
○実際にそういうそういう回り道をしてみて、今思うことは、やっぱり
【消えてゆく姿で世界平和の祈り】しかないんだなということです。 
○私達は、守護霊さまとの繋がりがしっかりしていれば、守護神様とも
自動的に繋がりますし、もちろん世界平和を祈っている人たちは、五井
先生・昌美先生に繋がっております。 
○肉体の昌美先生は、「私に頼るんじゃないわよ。私に頼ったらただじゃ
おかないわよ」っていうような感じでおっしゃっておられますけれど
も、神体の昌美先生は、五井先生と同じように、私達一人一人を導いて
くださっています。娘さん方も同じです。 
○霊的な世界では、本当に私達を導いてくださっているのです。なんで
そう言えるかっていうと、実際に、夢の中でいろいろ教わっているから
です。 
○私は、昌美先生がお出ましになることが多いんですけど、由佳先生の
ときもたまにあります。そうやって、夢の中でいろいろなことを教わっ
ているんですね。 
○毎日じゃないですよ。何ヶ月に一遍とか、もっと言えば一年に何回か
とかって感じですけれども、夢の中でいろいろ教わって、導かれていま
す。 
○ですから、人間っていうのは、肉眼の目で見えるものが全てじゃな
い、ということなんですね。 
○例えば、こうやって今この画面に映ってる私達も、この肉体の体だけ
が全てじゃない。私達は、今この瞬間にも、霊界でも働いてるし、神界
でも働いている。 
○もっと奥を観てゆくと、いろんな星で体験してきたこと、この地球の
生まれ変わり、輪廻転生の中で体験してきたことがいっぱい詰まってる
んです、私達の奥には……。 
○「今を真剣に生きる」っていうのを、本当に極めてゆくと、あらゆる
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体験が今の自分に生き生きと甦ってきます。 
○それは、「嫌だ。あんな経験は二度としたくない」とか、「思い出すだ
けでなんか悲しくなる」とかいうような、できれば思い出したくない経
験も記憶も、今を真剣に生きれば、今を活かす味方になってくれて、今
を活かして生きやすくなるんです。 
○「今の中にすべてがある」とか、「今を生きることは悟りの心だ」とか
「今を真剣に生きることは、神の心を生きることなんだ」っていう説明
がありますけれども、今を本当に活かして生きることで、過去が全部報
われてくるし、それは当然未来も活かすことになります。 
○本当は、今とか過去とか未来とか、分けるのがおかしいのが、奥の世
界の真実なんです。 
○しかし、現われのこの世では時間軸というものがあって、例えば、今
2 時 34 分という時間で、3 時間後には夕食の準備をしなきゃいけないな
というような考え方になりますが、もっと生命の奥の世界に意識を入れ
てゆけば、「本当に今この瞬間しかないんだな」っていうことが、しみじ
みと実感できる意識が出てきます。 
○そうやって今この瞬間を活かして、今できる自分のベストを尽くして
過ごしてゆくことで、あんまり理屈っぽく難しいことを考えなくても、
全ての過去が今の自分を生かす力に変わり、神聖が現われてきて、その
神聖が無限なる創造力を自分に現わして動かす力になります。 
○そうすると、ちょっと前の自分だったら、「こんなこと無理だ。出来な
い」ってすぐに諦めてたことにも、「よし、やってみよう。取り組んでみ
よう」という意欲が出てきて、それで実際にやったら突破できた、それ
が達成できたっていう、成功の体験を積み重ねてゆくことができます。 
○そのうちに、どんどんどんどん小さな自信が積み重なっていって、自分
の神聖に確信を持てるようになり、神聖に確信を持てる意識を積み重ね
てゆくことによって、神聖が当たり前っていう世界に意識が入ってゆき
ます。 
○それは、何度も言いますが、本当に遠い将来じゃなくて、もうすぐす
ぐそこまで来ています。ホントにすぐそこです。 
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○もちろん早くあの世に帰りたいと思われている方はその限りではない
んです。 
○でも、こないだの昌美先生のお話（6 月大行事）のときにも、「皆さ
ん、100 歳まで生きれますよ。生きましょうね。私も生きたいです」っ
ておっしゃっておられた言葉を信じるなら、自分がその話を当たり前だ
と思えたなら、五井先生がしっかりと、100 歳まで生きるように、後ろ
で段取りしてくださいます。 
○でも、けっして無理強いはしません。あちらの世界の方が興味あると
いう方は、それもまた一つの選択だと思うのでいいと思います。 
○けれども、この肉体を持って一つの星が完成し、宇宙の星々と交流す
る世界になる文明の切り替わりを体験できるっていうのは、惑星の数し
かないんですね。 
○もちろん、同時進行で存在して完成しようとしている星もあるわけ
で、私達は全ての惑星を経験してるわけじゃないんです。 
○それで、一つの星の完成に立ち会えるっていうのはものすごく貴重な
体験だと思いますので、今お体がお辛いとか、経済事情が厳しいとか、
いろいろ理由はあると思いますけど、もうちょっと辛抱したら、本当に
何にも心配しないで生きてゆける世界になりますから、ご一緒にワクワ
クして過ごしてまいりたいと思います。 
○ごめんなさい。またお話、⻑くなっちゃいました。神聖復活の印を一
回組んで終わりにしたいと思います。 
＜神聖復活の印を一回＞ 
○ありがとうございます。さっきの話の中で、一つだけ伝え忘れていたこ
とがあります。それは、もうすぐやってくる新しい神聖文明の時代まで
いかなくても、今の意識が未来の常識を掴んで生きていさえすれば、そ
れは今でも可能な話だということです。 
○明るい未来だけを掴んで過ごしていますと、⽼人になってゆくことによ
って⽼化してゆく、体が不自由になるとか、認知症になるとか、そうい
うこともなくなってゆきます。 
○神聖こそが当たり前っていう意識が、自分の標準の意識になってきま
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すと、何歳になっても、しっかりとした意識を保って、体も若いときみ
たいに素早くは動けなくても、歩くぐらいは普通にできるっていう状態
で、死ぬ瞬間まで元気でやりたいことをやり、行きたいところへ行きっ
ていうふうに生きることが出来るようになります。 
○古賀さんにはいつも話してるんですけど、それは、「自分の意識を神聖
として働かせるか、それとも想念習慣に流されて生きるか」にかかって
います。 
○人間の無意識領域、潜在意識には、「70 歳超えたらこうなるんだな」
「80 歳超えたらみんなこういうふうになってるな」「自分もそうなるん
だろうな」っていう記憶と想いの癖があります。 
○その記憶と想いの癖に、自己の権能を明け渡さないで、しっかりと神
聖に意識の軸を置いて、自分自身を正直に見つめてゆかれると、「無理、
ダメ、出来ない」って、すぐに思い込んでいた意識が、「やってみよう」
「取り組んでみよう」っていうふうに意欲が湧いてきて、無限なる向上
心に乗って生きることが出来ます。 
○そうして、「やってみたらできた」っていう小さな成功体験を積み重ね
る良いサイクル、好循環を繰り返してゆく中で、どんどんどんどん自分に
自信がついてきて、思い通りに生きられるようになってゆく。 
○いきなり、大きなことをやろうなんて思わないで、人から見たら笑わ
れるかもしれないと思うような、小さなことから成功体験を積むことを
おすすめします。 
○すいません。⻑くなりました。それでは終わりにしたいと思います。
皆様のマイクをオンにします。本日のご参加、ありがとうございます。 
 
以上 


